
 

 

 

 

平成２８年６月２９日 

      愛  媛  大  学 

 

第１回 愛媛大学社会共創学部 

「社会共創カウンシル」「社会共創推進会議」を開催 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、取材くださいますようお願い 

いたします。 

記 

 

日  時：①社会共創カウンシル 

平成 28 年 7 月 6 日（水）13：30～14：50 

②社会共創推進会議  

平成 28 年 7 月 6 日（水）15：00～16：30 

場  所：愛媛大学社会共創学部会議室（愛媛大学城北キャンパス総合教育棟１ 2 階） 

駐 車 場：無（公共交通機関をご利用ください） 

※ 伊予鉄道市内電車「赤十字病院前」下車、北へ徒歩約 3分 

※ 報道機関の方で、車で取材に来られる場合は、正門警備員室で会社名等を

ご記入の上、来客用駐車場を利用してください。 

 

※ 会議の撮影、録画又は録音については、会議の冒頭のみとさせていただきますので、 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

※送付資料 4枚（本紙を含む） 

今年 4月に始動した愛媛大学社会共創学部は、このたび、第１回「社会共創カウンシル」

及び「社会共創推進会議」を下記のとおり開催します。 

社会共創学部は、地域ステークホルダーの声を学部運営に活かすため、過半数が地域 

ステークホルダーの代表者から構成される「社会共創カウンシル」及び「社会共創推進会

議」を設置しました。「社会共創カウンシル」は、教授会と並ぶ学部運営のコア組織とし

て、教育研究上の重要事項を、「社会共創推進会議」は教育研究上の具体的事項を審議 

します。 

本件に関する問い合わせ先 

愛媛大学社会共創学部事務課総務チーム 

松山市文京町 3 愛媛大学城北キャンパス内 

TEL：089－927－8177 

e-メール：crisoumu@stu.ehime-u.ac.jp 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学



愛媛大学基金 

社
会
共
創
学
部 

学部長が必要と認める事項を報告 

教育研究に関して学長が決定
を行うにあたり意見を述べる 

~地域と一体となった大学運営により，学部の質を保証し教育・研究成果を効率的に創出 

付託（教育研究に係る定例業務等） 

提案 

学長 

学部長 

教育研究に係る学長の求めにより 
意見，提案 

提案 

学生支援等学部運営に活用 

役員会 

【審議事項】 
○学生の入学・卒業等学籍、学位の授与、 
学生の表彰・懲戒 
○教育及び研究に関する提案 

 ○学部長、教育研究評議員、副学部長、各学科長 

社会共創学部 管理運営体制 

社会共創カウンシル 教授会 

企画運営委員会 

社会共創推進会議               
（分科会において専門事項を審議） 

組
織 

○学部長１名（議長）、教育研究評議員１名、副学部長２名、学科長４名、 
   ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ支援室長１名               【年６回程度開催】 
○学外委員１０名（愛媛県地域政策局、教育委員会、愛媛新聞社、伊予銀行、 
               愛媛県中小企業家同友会、まつやまNPOサポートセンター等） 
○委員の任期 ：２年（再任可） 

審
議
事
項 

【教育研究に関する重要事項】 
○長期的な目標、中期目標・中期計画・年度計画、諸規則の制定・改廃 
○予算の作成・執行・決算、教員の採用・昇任の選考 
○教育課程の編成、学生の修学支援、教育研究に関する自己点検評価 

地方自治体 
企業 
金融機関 
NPO 組

織 

○学部長１名（議長）、教育研究評議員１名、副学部長２名、学科長４名、 
   ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ支援室長１名 
○学外委員２２名（フィールドワーク・インターンシップの受入先等） 
○委員の任期 ：２年（再任可） 

審
議
事
項 

○入学試験                                           
○学生生活・就職                                        
○教育施設 

 各種委員会（教務委員会，入試委員会等） 提案 

意見 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◆前提：
・本学部の特徴として，学部カリキュラム，研究等はコース単位で独立性が高い←学部全体議論
・「大学のガバナンス改革の推進について（中央教育審議会）」抜粋
　　～教職員自らの意志で大学の方針に沿った教育研究を行うようにしていくのが国際的に認知された大学運営の在り方
　　～学校教育法に基づいて設けられている機関である教授会の審議事項は，当然に教育研究に関することに限られると解される
　　～教授会で審議することが求められる「重要な事項」として…①教育課程の編成，②学生の身分に関する審査，③学位授与，④教員の研究業績等の審査等が具体的な内容である
◆課題等：
・付託事項のフィックス
・企画運営委員会の構成員はコース長が適当？←各委員会の案件が議題とならない，各委員会の長は各コース長が務める（農学部）
◆参考
農学部が置く会議：教授会，研究科委員会，運営委員会，専門教育コース委員会，企画委員会，自己点検評価委員会，FD委員会，広報委員会，教務委員会，学生生活委員会，国際交流委員会，就職委員会，情報セキュリティ委員会，レクレーション委員会，研究推進会議，寄附講座運営委員会，人事委員会
 学校教育法変更：
【現行】第九十三条大学には、重要な事項を審議するため、教授会を置かなければならない。
【変更案】第九十三条大学に、教授会を置く。
② 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行（新設）
うに当たり意見を述べるものとする。
一学生の入学、卒業及び課程の修了
二学位の授与
三前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、学長が教授会の意見を聴くことが必要であると認めるもの
③ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学（新設）
部長その他の教授会が置かれる組織の長（ 以下この項において「学長等」という。） がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。
 
【現行】学校教育法施行規則
第百四十三条 　教授会は、その定めるところにより、教授会に属する職員のうちの一部の者をもつて構成される代議員会、専門委員会等（次項において「代議員会等」という。）を置くことができる。 
２ 　教授会は、その定めるところにより、代議員会等の議決をもつて、教授会の議決とすることができる。 
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 任期：平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日 （敬称略）

所属・氏名 氏　　　名 備　　　考

　学部長 　　西村　勝志 　第３条第１項第１号

　教育研究評議会評議員・副学部長 　　若林　良和 　第３条第１項第２号

　副学部長 　　徐　祝旗 　第３条第１項第３号

　副学部長 　　榊原　正幸 　第３条第１項第３号

　産業マネジメント学科長 　　岡本　直之 　第３条第１項第４号

　産業イノベーション学科長 　　高橋　学 　第３条第１項第４号

　環境デザイン学科長 　　松村　暢彦 　第３条第１項第４号

　地域資源マネジメント学科長 　　牛山　眞貴子 　第３条第１項第４号

　フィールドワーク・インターンシップ支援室長 　　浅井　英典 　第３条第１項第５号

　愛媛県企画振興部　地域振興局長 　　山下　一行 　第３条第１項第７号

　愛媛県教育委員会事務局　指導部長 　　吉田　慎吾 　第３条第１項第７号

　愛媛新聞社　専務取締役 　　柳田　幸男 　第３条第１項第７号

　伊予銀行　ソリューション営業部長 　　長野　雅彦 　第３条第１項第７号

　愛媛県中小企業家同友会　専務理事 　　鎌田　哲雄 　第３条第１項第７号

　認定NPO法人　アクティブボランティア２１
　常務理事

　　山田　賢司 　第３条第１項第７号

　愛媛県若年者就職支援センター長 　　大内　由美 　第３条第１項第６号

　公益社団法人　愛媛県紙パルプ工業会
　専務理事

　　森川　隆 　第３条第１項第６号

 特定非営利活動法人　西条自然学校　理事長 　　山本　貴仁 　第３条第１項第６号

　株式会社　地域法人　無茶々園　代表取締役 　　大津　清次 　第３条第１項第６号

愛媛大学　社会共創学部　社会共創カウンシル委員名簿
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 任期：平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日

所属・氏名 氏　　　名 関係条項 関係学科・コース

　学部長 　　西    村　  勝    志 　第３条第１項第１号

　教育研究評議会評議員・副学部長 　　若    林  　良    和 　第３条第１項第２号

　副学部長 　　徐          祝    旗 　第３条第１項第３号

　副学部長 　　榊    原　  正    幸 　第３条第１項第３号

　産業マネジメント学科長 　　岡    本 　 直    之 　第３条第１項第４号

　産業イノベーション学科長 　　高    橋          学 　第３条第１項第４号

　環境デザイン学科長 　　松    村  　暢    彦 　第３条第１項第４号

　地域資源マネジメント学科長     牛    山　  眞 貴 子 　第３条第１項第４号

　フィールドワーク・インターンシップ支援室長 　　浅　　井　　英　　典　 　第３条第１項第５号

  株式会社　いよぎん地域経済研究センター
    主席研究員

　  友    近 　 昭    彦 　第３条第１項第６号

　一般社団法人　えひめ若年人材育成推進機構
　  愛媛県若年者就職支援センター長

　  大    内    由    美 　第３条第１項第６号

　一般社団法人　愛媛ニュービジネス協議会
　　副会長

　  山    本  　恒    久 　第３条第１項第６号

　松山商工会議所
　　事務局長

　　竹　　政　　秀　  俊 　第３条第１項第６号

　愛媛県漁業協同組合連合会
　　代表理事会長

　  平    井　  義    則 　第３条第１項第６号

　愛媛県認定漁業士協同組合
　　組合長

　  松    本　  嘉    晃 　第３条第１項第６号

　公益社団法人　愛媛県紙パルプ工業会
　　専務理事

　　森    川　        隆 　第３条第１項第６号

　四国中央市経済部
　　経済部長

　　高　　橋　　和　　雄 　第３条第１項第６号

　愛媛県工業教育研究会
　　会長

　　内　　藤　　善　　文 　第３条第１項第６号

　公益財団法人　えひめ東予産業創造センター
　　事務局長

    村    上    哲    也 　第３条第１項第６号

　公益財団法人　愛媛県動物園協会
　　常務理事

    森　        敏    明 　第３条第１項第６号

　特定非営利活動法人　西条自然学校
　　理事長

    山    本    貴    仁 　第３条第１項第６号

　四国西予ジオパーク推進協議会
　　事務局長

    高    橋　        司 　第３条第１項第６号

　株式会社　瀬戸内
　　代表取締役

    野    間　  信    宏 　第３条第１項第６号

　松山市都市整備部
　　都市デザイン課長

　　坪　　内　　　　　洋 　第３条第１項第６号

　公益財団法人　えひめ地域政策研究センター
　　所長

　　山　　本　　　　　司 　第３条第１項第６号

　株式会社　地域法人　無茶々園
　　代表取締役

    大    津　  清    次 　第３条第１項第６号

　百姓百品株式会社
　　代表取締役

    和    気  　数    男 　第３条第１項第６号

  シンクタンク　忽
    代表

    藤    目  　節    夫 　第３条第１項第６号

　公益財団法人　松山観光コンベンション協会
　　事務局長

    友    近 　 直    樹 　第３条第１項第６号

　社会福祉法人　愛媛県社会福祉事業団
　　常務理事

　　神    野  　健 一 郎 　第３条第１項第６号

　公益財団法人　松山市文化・スポーツ振興財団
　　常務理事

    中    西    真    也 　第３条第１項第６号

　地域資源マネジメント学科
　　　文化資源マネジメントコース

　地域資源マネジメント学科
　　　スポーツ健康マネジメントコース

　環境デザイン学科
　　　環境サステナビリティコース

　環境デザイン学科
　　　地域デザイン・防災コース

　地域資源マネジメント学科
　　　農山漁村マネジメントコース

　産業イノベーション学科
　　　紙産業コース

　産業イノベーション学科
　　　ものづくりコース

愛媛大学　社会共創学部　社会共創推進会議委員　 

（学外委員は関連学科・コース順、所属機関五十音順、敬称略）

　産業マネジメント学科
　　　産業マネジメントコース
  　　事業創造コース

　産業イノベーション学科
　　　海洋生産科学コース



                                   

平成２８年度 第１回 社会共創学部 社会共創カウンシル 

 

日 時  平成２８年７月６日（水）１３：３０～１４：５０ 

場 所  社会共創学部 会議室 （総合教育棟１の 2 階） 

                                                         

議 事 

【審議事項】 

１．本会議の進め方について （資料なし） 

 

２．平成２８年度学部予算について （資料１） 

  

３．その他 

 

【報告事項】   

１．学部の運営体制について （資料２） 

   

２．第３期中期目標・中期計画期間における社会共創学部の各年度の取組計画について （資料３） 

   

３．教員組織について （資料４） 

    

４．入学者の状況について （資料５） 

   

５．平成２８年度学部長裁量経費によるプロジェクトについて （資料６） 

    

６．教育環境の整備について （資料７） 

    

７．社会共創学部後援会について （資料８） 

    

８．社会共創学部特別展について （資料９） 

    

９．社会共創学部開設記念式典・祝賀会について （資料１０） 

    

10．その他 

 



 

平成２８年度 第１回 社会共創学部 社会共創推進会議 

 

日 時  平成２８年７月６日（水）１５：００～１６：３０ 

場 所  社会共創学部 会議室 （総合教育棟１の２階） 

 

議 事 

【審議事項】  

１．本会議の進め方について （資料なし） 

 

２．その他 

 

【報告事項】  

１．学部の運営体制について （資料１） 

   

２．第３期中期目標・中期計画期間における社会共創学部の各年度の取組計画について （資料２） 

   

３．教員組織について （資料３） 

   

４．入学者の状況について （資料４） 

  

５．フィールドワーク・インターンシップ支援室について （資料５） 

   

６．フィールドワーク・インターンシップの受入先について （資料６） 

    

７．教育環境の整備について （資料７） 

   

８．社会共創学部後援会について （資料８） 

  

９．社会共創学部特別展について （資料９） 

   

10．社会共創学部開設記念式典・祝賀会について （資料１０） 

   

11．その他 

 




